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生が 「一人で」と回答 した割合の高い項 目順に図2
に示す。
最 も実施経験の割合が高かったのは、「バイタル







これ らに 「見学」を合わせると学生の6割以上 とな
るのは17項目(65.4%)であった。
一方、過半数の学生が 「機会な し」と回答 した技
術は5項 目(19.2%)で、「意識 レベルの観察」、
















自由記述の内容を表2に まとめた。大別 して3つ あり、
α)調査時期を問題とする意見、(2)本調査が学生の学





過半数の学生がある程度自立 しで実施 したと捉え られ
る 「一人で」、「監督下で」が約4割、部分的に実施 し
たと捉え られる 「一緒に」を含めて も7割弱である。
看護技術の水準1の 項目ということか らすると、実施
機会が多いとは言えない。




腔ケア」 とした 「歯磨 き」を除外 した6項 目のうち、
「体位変換」以外は本学部の方がわずかに多いものの、
ほぼよく似た結果であった。
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